
GKP下水道を未来につなげる会（GKP未来会）は、令和４年８⽉５⽇に下水道展’22東京の併催企画として
学⽣を対象とした水ビジネスワークショップを⾏いました。
当⽇は⼤学⽣７名が参加し、下水道業界について学んだ後に３班にわかれ「下水処理場の新規処理場を計画
した場合の⽤地選定、処理⽅式の選定、設備検討」をテーマにグループワークを⾏いました。各班が異なる⽤地・
処理⽅式を選定するなど活発な意⾒交換と発表が⾏われました。

【水ビジネスワークショップ】職場体験＆グループワーク（令和４年8月５日）

［実施概要］
イベント名：水ビジネスワークショップ
日時：2022年8月5日（金） 11時00分～15時00分
場所：東京ビッグサイト 802会議室（下水道展’22東京併催企画）
参加者：大学生7名
実施内容：下水道業界の紹介、グループワーク（テーマ：下水処理場の新規処理場を計画した場合の用地選定、処理方式の選定、設備検討）
参加団体：国土交通省、日水コン、明電舎、メタウォーター、フソウ、前澤工業、ヴェオリア・ジェネッツ、日本水工設計、月島機械、

日本下水道事業団、日本水道新聞社、東亜グラウト工業

３班にわかれたグループ
ワークではとても活発な
意見交換が行われました。
学生からの質問に対して
GKP未来会メンバーが実

際の現場をふまえた回答
を行い、学生たちは熱心
に聞いていました。発表で
は各班ともに結論とそれ
に対する理由付けをしっ
かりと行いました。

最後には学生へ修了証を
お渡ししました。


